
   

日本文学科  

3 つの方針 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 その他 

学位授与方針 

(ディプロマ・ 

ポリシー） 

・専門的知識とその理解

により培われた知性と

感性によって、自ら新た

な課題を発見し、その解

決に努めることができ

る。 

・健全な批評精神と学問

的追究心を失わず、もの

ごとを客観的・論理的に

判断することができる。

・専門的知識と教養力

を、本学の建学の精神と

結び付け、国際社会の一

員として、適切な判断を

することができる。 

・日本文学科出身である

ことに誇りと責任を持

ち、自立した人生を切り

拓いていくことができ

る。 
 

・専門的知識に裏付けら

れた調査力・思索力、コ

ミュニケーション力、プ

レゼンテーション能力

を生かして国際社会に

貢献することができる。

 

教育課程編成 

方針 
(カリキュラム・

ポリシー) 

・資料・文献の読解力を

養うための専門科目を

置く。 
・日本文学科の各学問分

野について、学問の発展

に寄与する科目を置く。 
・専門的知識を身に付

け、理解し、自発的に課

題を見出し解決する能

力を養う専門科目を置

く。 
・個別指導による、学士

課程の集大成としての

卒業論文作成を課す。 

・調査・考察・思考・判

断を総合的に養うため

の演習科目を置く。 
・高い思考力、判断力が

求められる卒業論文を

課す。 

・専門知識に関心と積極

的態度を持つための段

階的かつ体系的な講

義・演習科目を置く。 
・自身の関心や意欲をも

とに追究する卒業論文

作成を課す。 
・意欲を持って卒業後の

活躍の場を更に広げる

ための副専攻(文学部コ

ース制)として､「文化マ

ネジメントコース」､「観

光・文化コース」､「文

化財コース」の３コース

に設定される科目を置

く。 
・各科目において、積極

的な意欲と態度を養う

ために、アクティブラー

ニングを重視する。 
・日本文学科の学修課程

から発展的に用意され

ている自主ゼミ・学内学

会・オリエンテーター等

の自主課外活動を支援

する。 

・資料・文献の読解力を

養うための基礎科目を

置く。 
・調査、考察の結果を論

理的に表現し、説得的な

議論を展開するコミュ

ニケーション力を養う

ための演習科目を置く。

・専門的技能を身に付

け、卒業論文を作成する

能力を養う専門科目を

置く。 
・中学校・高等学校教諭

一種免許状（国語）、日

本語教員、司書、学校図

書館司書教諭、博物館学

芸員等の資格を取得す

るための専門科目を置

く。 

 

入学者受入方針 

(アドミッショ

ン・ポリシー） 

・日本文学・日本語学に

ついての専門的知識を

身に付け、理解したい

人。 
・関連科目である日本語

教育学・漢文学・図書館

学について、理解したい

人。 
・人間とは何であるかを

日本文学科の科目と教

育を通して理解したい

と思う人。 

・日本文学科の学修を通

じて、人として、女性と

しての生き方を考え、自

己実現を達成しようと

思う人。 
・日本文学科の学修を通

じて、健全な批評精神と

ものごとを客観的・論理

的に判断する力を身に

付けたい人。 

・日本文学科のカリキュ

ラムに関心を持ち、その

専門的知識を身に付け

る意欲の高い人。   
・日本文学科で学んだこ

とがらを生かして、自ら

問題解決する態度をも

ち、その実践に努力する

人。 
・学内活動委員、自主ゼ

ミ等の自主活動に興味

を持つ人。 
 

・テーマにそって資料を

調べ、考えをまとめ、自

分の言葉で発表する技

能を身に付けたい人。 
・日本文学科で身に付け

た技能や表現力を生か

して、卒業後に様々な分

野での活動を目指す人。

・中学校・高等学校教諭

一種免許状（国語）、日

本語教員、司書、学校図

書館司書教諭、博物館学

芸員等の資格を取って、

専門的に活躍したい人。

 

 



   

英文学科  

3 つの方針 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 その他 

学位授与方針 

(ディプロマ・ 

ポリシー） 

・英米を中心とした英語

圏の文学、歴史、言語、

文化、社会についての十

分な専門的知識と教養

教育で培われた知性に

より、自己と世界を広い

視野から相対的・複眼的

に捉えることができる。 

・専門的知識と教養力

を、本学の建学の精神と

結びつけることにより、

国際社会の一員として

自立した生き方を切り

拓いていくことができ

る。 

・英米を中心とした英語

圏の文学、歴史、言語、

文化、社会への関心を深

め、世界をとりまく諸問

題に健全な批評精神を

持って向き合い、更に発

信する意欲と自覚を身

に付けている。 

・英語運用能力の基礎で

ある「リスニング」「ス

ピーキング」「リーディ

ング」「ライティング」

に習熟し、英語による正

確で円滑なコミュニケ

ーション力とプレゼン

テーション力、文章表現

力を身に付けている。 

 

教育課程編成 

方針 
(カリキュラム・

ポリシー) 

・基礎的英語力養成のた

めの必修科目を置く。と

りわけ「ライティング」

については、ベーシッ

ク・ライティング（1年

次）、アカデミック・ラ

イティング（2 年次）、

卒業論文セミナーⅠ（3

年次）、卒業論文セミナ

ーⅡ（4年次）と、段階

を踏んだ教育を行い、卒

業論文（4年次）を学科

での学修の集大成とす

る。 

・学科専門分野（イギリ

ス文学、イギリス文化研

究、アメリカ文学、アメ

リカ研究、言語・英語研

究）それぞれの講義科目

と演習授業で原典資料

に触れ、多様な解釈と方

法論を学ぶことにより、

読解力と分析力を養う。

・少人数クラス、演習授

業での発表と討論を積

み重ねることにより、問

題意識を高め、課題に自

発的に取り組む姿勢を

育む。他人の発表への建

設的批評力、自己に向け

られた意見を謙虚に聴

く力を養い、協調性と独

創性をともに追求する

態度を育てる。 

・基礎的総合的な英語力

養成に力を入れるが、と

りわけ英語での「ライテ

ィング」と「プレゼンテ

ーション」の訓練によ

り、自らの思考を文章及

び口頭で論理的に表現

する力を養う。 

・学科専門分野以外にも

設置している科目群を

履修することで、実務力

と教養力の強化を図る。

・中学校・高等学校教諭

一種免許状（英語）の資

格を取得するための専

門科目を置く。 

・早期英語教育の専門家

を養成する。 

 

入学者受入方針 
(アドミッショ

ン・ポリシー） 

・より高度な英語力修得

のために必要な英語に

関する基本的な知識を

身に付けている。   

・英米を中心とした英語

圏に関して基本的な知

識を持ち、更に専門的な

知識を身に付け、理解を

深めたいと思う人。 

・国際的視野とは何か、

批判的にものごとを捉

えるとはどのようなこ

とか、思考し、学び、自

ら発信する力をつけた

いと思う人。 

・英米を中心とした英語

圏の文学、歴史、言語、

文化、社会を学ぶことを

通じて異文化への関心

を高めるとともに、自己

をとりまく世界につい

ても見つめ直し、積極的

に社会に貢献したいと

考える人。 

・将来英語圏の大学に留

学し、国際的に活躍した

いと考える人。 

・英語運用能力の基礎を

身に付けている人。 

・社会的な視野のもとに

自己表現ができるよう

になりたい人。 

・中学校・高等学校教員

一種免許状（英語）を取

得したい人。 

・早期英語教育の専門家

となって活躍したい人。

・そのほか、日本語教員、

司書、学校図書館司書教

諭、博物館学芸員等の資

格を取って、専門的に活

躍したい人。 

 

 



   

史学科  

3 つの方針 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 その他 

学位授与方針 

(ディプロマ・ 

ポリシー） 

・人間の営みの集積であ

る歴史に対して、均衡の

とれた幅広い知識を修

得している。 
・異文化について深い知

識・理解を持ち、自らの

属する文化を客観的に

理解できる。 

・健全な批評精神に基づ

き、歴史を客観的、論理

的に認識できる。 
・専門的知識と教養を本

学の建学の精神と結び

つけ、時代に即した思

考・判断力を持ち、国際

社会の一員として自立

した生き方を切り拓い

ていくことができる。 

・現代世界の諸事象につ

いて、先入観に囚われ

ず、その歴史的背景に照

らして客観的に理解す

ることができる。 
・多様な史資料の探索と

読解に主体的に取組む

ことができる。 

 

・氾濫する情報に惑わさ

れず、広い視野から客観

的に分析できる。 
・英語に加え第三の言語

の基本を身に付け、文化

的背景の理解に基づい

た運用ができる。 
・獲得した知見を的確に

表現し、他者の意見を理

解し議論するに十分な

コミュニケーション力

を有する。 

 

教育課程編成 

方針 
(カリキュラム・

ポリシー) 

･導入科目として、日本

史・西洋史・東洋史の概

説科目や基礎演習を置

く。 
・段階的に専門知識を修

得するため日本史・西洋

史・東洋史に関する講義

科目を置く。 
･日本と世界の文化・歴

史に対する幅広い知識

を持ち、理解を深めるた

め、歴史と関係の深い地

理学・宗教学・博物館学

等の人文社会科学科目

を置く。 

･歴史学及び関連諸科学

の基本的姿勢、多角的な

視点、史資料による裏づ

け、論理的な推論による

客観的な思考能力を養

うため導入科目として

方法科目を置く。 

・一つのテーマについて

調べ、自分の視点から、

論を展開し、一貫性のあ

る構成でまとめること

により、大学での学修の

集大成として卒業論文

を置く。 

･歴史上の女性の生き方

を視野に入れた諸科目

を置く。 

・史資料の読解や調査を

主体的に行うための演

習科目を置く。 
･文献以外の史料の探求

方法を学ぶため考古学

の科目を置き、博物館見

学やフィールドワーク

を支援する。 

･史学科での学修を具体

的な仕事に応用するた

め、文学部コース制の

「文化財コース」「文化

マネジメントコース」

「観光・文化コース」を

置く。 

･外国語能力・異文化理

解を促進するための語

学文化短期研修を置く。

･大資料・文献の読解力

を養うため、「古文書基

礎演習」「資料基礎講読」

を置く。 

･外国語文献の読解のた

め、英語以外の諸外国語

科目を置く。 

･調べたことを的確に表

現し、他者と意見を共

有・議論するコミュニケ

ーション力養成のため、

多様な演習科目を置く。

･文化財の調査・保護の

方法を実践的に学ぶ「文

化財学」を置く。 

･中学校教諭一種免許状

（社会）、高等学校教諭

一種免許状（地理歴史）、

博物館学芸員の資格に

必要な専門科目を置く。

 

入学者受入方針 

(アドミッショ

ン・ポリシー） 

・歴史に対する知識や理

解をいっそう深めたい

と考えている人。 
･地理学・宗教学・博物

館学等の人文社会諸科

学を歴史と関連づけて

学びたい人。 
･異文化や国際問題につ

いての知識や理解を深

めたいと考えている人。 

・人間とはどういうもの

かを、歴史を通して考え

てみたい人。 
･歴史上の女性の生き方

に関心を持ち、未だ差別

のある国際世界で活躍

できる思考・判断力を身

に付けたい人。 

・現代世界がかかえる諸

問題について、先入観に

囚われず、歴史的な背景

から深く考えてみたい

と思う人。 
･昔の遺跡や城郭・寺院、

博物館や美術館の展示、

人々の生きた証言等に

関心のある人。 

・テーマに沿って資料を

調べ、自分の言葉で発表

する力を身に付けたい

人。 
･外国語を修得したい

人。 
･文化財の保護や修復を

学びたい人。 
･中学の社会科、高校の

地理歴史の教員、博物館

の学芸員や、歴史書に強

い司書・学校図書館司書

教諭になりたい人。 

 

 


